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○堺市民芸術文化ホール条例施行規則 

平成２７年１０月８日 

規則第１１２号 

改正 平成３０年９月２８日規則第８７号 

令和元年９月２７日規則第６８号 

令和２年１０月３０日規則第９１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、堺市民芸術文化ホール条例（平成２７年条例第５２号。以下「条例」

という。）第２９条の規定に基づき、堺市民芸術文化ホール（以下「ホール」という。）

の管理及び運営について必要な事項を定める。 

（平３０規則８７・一改） 

（開館時間及び休館日） 

第２条 ホール（駐車場を除く。）の開館時間は、午前９時から午後１０時までとする。た

だし、市長は、特に必要があると認めるときは、これを変更することがある。 

２ ホールの休館日は、次のとおりとする。ただし、市長は、特に必要があると認めるとき

は、休館日を変更し、又は臨時に休館し、若しくは開館することがある。 

(1) 毎月第１月曜日及び第３月曜日。ただし、これらの日が国民の祝日に関する法律（昭

和２３年法律第１７８号）第３条に規定する休日に当たるときは、休館しない。 

(2) １２月２９日から翌年の１月３日までの日 

（平３０規則８７・一改） 

（使用の申請） 

第３条 条例第３条第１項の規定により使用許可を受けようとするものは、次の各号に掲げ

る区分に応じ、当該各号に定める堺市民芸術文化ホール使用申請書により市長に申請しな

ければならない。 

(1) 大ホール、小ホール、大スタジオ、文化交流室（文化交流室A、文化交流室B及び文

化交流室Cを一体的に、かつ、連続して２日（１日に満たない端数（別表第１に規定す

る全日以外の時間区分をいう。）がある場合もそれぞれ１日とみなし、当該端数がその

翌日又は前日における文化交流室の使用に係る時間区分と連続していない場合におい

ては、連続した２日とみなさない。）以上の期間にわたり、文化芸術作品に係る展示の

ために使用する場合（以下「大規模使用時」という。）に限る。）、大ホール特別控室、

小ホール小楽屋、小ホール大楽屋及び大スタジオ控室 様式第１号（甲） 
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(2) 前号に掲げる施設（大規模使用時に該当しない場合における文化交流室を除く。）

以外の施設 様式第１号（乙） 

２ 前項の規定による申請は、次の各号に掲げる場合に応じ、当該各号に定める日から受け

付けるものとする。ただし、市長において特に必要があると認めるときは、当該各号に定

める日前においても、申請を受け付けることができる。 

(1) 大ホール等（大ホール、小ホール、大スタジオ及び文化交流室（大規模使用時に限

る。）をいう。以下同じ。）を使用しようとする場合（大ホール等と併せて他の施設を

使用しようとする場合を含む。） 使用しようとする日の１２月前の日の属する月の初

日以後において第５条第２項に規定する利用調整が終了した日（使用日時の重複がない

場合にあってはその旨の通知をした日） 

(2) 大ホール等を使用しようとする場合（次のいずれかに該当する催し等で、前号に定

める日以後の申請に基づく使用許可を受けたのでは、開催に支障を来すと認められるも

ののために使用しようとする場合に限り、大ホール等と併せて他の施設を使用しようと

する場合を含む。） 使用しようとする日の２４月前の日の属する月の初日以後におい

て第５条第２項に規定する利用調整が終了した日（使用日時の重複がない場合にあって

はその旨の通知をした日） 

ア 本市における芸術文化の創造又は振興に寄与すると認められる催し等 

イ 国際的又は全国的な規模の会議 

(3) 文化交流室（大規模使用時を除く。）、多目的室又は小スタジオを使用しようとす

る場合 使用しようとする日の１１月前の日の属する月の初日 

(4) 前３号に掲げる施設以外の施設を使用しようとする場合 使用しようとする日の３

月前の日の属する月の初日 

（平３０規則８７・一改） 

（利用登録の申請） 

第４条 前条第２項第１号の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当するもののうち

利用登録をしているものが大ホール等を使用しようとするときは、使用しようとする日の

属する月の１３月前の日の属する月の初日以後において次条第２項に規定する利用調整

が終了した日（使用日時の重複がない場合にあってはその旨の通知をした日）から前条第

１項の規定による申請を受け付けることができる。 

(1) 本市の区域内（以下「市内」という。）に住所を有する者 

(2) 法人その他の団体又は事業所でその所在地が市内に存するもの 
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(3) 本市における文化芸術の振興に寄与する団体で市長が適当と認めるもの 

２ 前項の利用登録は、堺市民芸術文化ホール利用登録（変更）申請書（様式第２号）に同

項各号の規定に該当することを証する書類を添付して市長に提出してしなければならな

い。 

３ 市長は、前項の規定による申請書の提出があったときは、その内容を審査し、適当と認

めるときは、当該申請書を提出したものに対し利用登録書を交付するものとする。 

４ 前項の登録書の交付を受けたものが、登録した事項に変更があったときは、速やかに堺

市民芸術文化ホール利用登録（変更）申請書を市長に提出しなければならない。 

５ 市長は、第３項の登録書の交付を受けたものが、次の各号のいずれかに該当するときは、

その利用登録を取り消すことができる。 

(1) 偽り又は不正の手段により利用登録を受けたとき。 

(2) 条例又はこの規則に違反したとき。 

(3) その他市長において利用登録が不適切であると認めるとき。 

（計画書の提出） 

第５条 大ホール等を使用しようとするものは、第３条第１項の規定による申請に先立ち、

堺市民芸術文化ホール使用計画書（様式第３号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定により提出された計画書において、大ホール等の使用日時に重複が

あったときは、利用調整を行うものとする。 

（平３０規則８７・一改） 

（開館時間を超過して使用する場合等） 

第６条 大ホール等は、あらかじめ許可を得て第２条第１項の開館時間を超過し、又は繰り

上げて使用することができる。 

２ 前項の規定により開館時間を超過し、又は繰り上げて使用しようとするものは、第３条

第１項の規定による申請の際に、その旨を申し出なければならない。ただし、市長におい

て特別の事由があると認めるときは、使用しようとする日の３０日前までに申し出ること

で足りるものとする。 

（平３０規則８７・一改） 

（使用許可） 

第７条 使用許可は、条例第１０条第３項の規定による後納の場合を除き、使用料の納付が

あった後、堺市民芸術文化ホール使用許可書（大ホール等にあっては様式第４号（甲）、

大ホール等以外の施設にあっては様式第４号（乙）。以下「使用許可書」という。）を申



4/37 

請者に交付して行う。 

（使用の制限） 

第８条 市長は、条例第３条第２項各号に規定する場合のほか、次の各号のいずれかに該当

するときは、ホールの使用を許可せず、又は使用許可を取り消し、若しくは使用を制限す

ることがある。 

(1) 専ら物品の販売のために使用するとき。ただし、文化交流室、交流・創作ガレリア

及び屋上庭園については、この限りでない。 

(2) 前号に掲げるもののほか、ホールの管理上支障があり、市長が不適当であると認め

るとき。 

（平３０規則８７・一改） 

（使用許可の順位） 

第９条 使用許可（第５条第２項に係るものを除く。）の順位は、使用の申請書を受理した

順位によるものとする。ただし、市長が公益上特に必要があると認めるときは、この限り

でない。 

（使用許可書の提示義務） 

第１０条 使用許可を受けたもの（以下「使用者」という。）は、その使用中、第７条の規

定により交付を受けた使用許可書を携帯し、係員から求められたときは、いつでもこれを

提示しなければならない。 

（使用許可の変更） 

第１１条 使用者は、許可を受けた事項のうち、使用期日又は使用施設を変更しようとする

ときは、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日までに堺市民芸術文化ホール

使用許可変更申請書（様式第５号）に使用許可書を添付して市長に申請しなければならな

い。 

(1) 大ホール 使用しようとする日前９０日 

(2) 小ホール及び大スタジオ 使用しようとする日前６０日 

(3) 文化交流室（大規模使用時に限る。） 使用しようとする日前３０日 

(4) 前３号に掲げる施設（大規模使用時に該当しない場合における文化交流室を除く。）

以外の施設 使用しようとする日前７日 

２ 市長は、前項の規定による申請があった場合において、やむを得ない理由があると認め

るときは、１回に限り、使用許可の変更を承認するものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、市長は、使用日当日に生じた特別の理由により使用者がホ
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ール（駐車場を除く。次項において同じ。）の使用時間の延長を申請した場合であって、

特にやむを得ない理由があると認めるときは、当該延長に係る使用許可の変更を承認する

ことがある。 

４ 前３項の規定にかかわらず、市長は、天災地変その他使用者の責めに帰さない事故があ

った場合において、使用許可を変更してホールを使用させることが適当であると認めると

きは、当該使用者の申出により当該使用許可の変更を承認することがある。この場合にお

いて、当該申出は、第１項の申請書により行わなければならない。 

５ 市長は、前３項の規定により使用許可の変更を承認したときは、使用許可書を訂正の上、

使用者に再交付するものとする。 

（平３０規則８７・一改） 

（使用料） 

第１２条 条例第１０条第１項の市長が定める使用料は、別表第１のとおりとする。 

２ 条例第１０条第２項の市長が定める使用料は、別表第２のとおりとする。 

３ 市長は、条例第３条第１項後段の規定により使用許可の変更を承認したときは、既納の

使用料を変更後の使用許可に係る使用料（以下この項において「変更後の使用料」という。）

の全部又は一部に充てることができる。この場合において、既納の使用料に残額が生じた

ときは当該残額を還付しないものとし、変更後の使用料に不足額が生じたときは当該不足

額を直ちに使用者に追加納付させるものとする。 

４ 前項後段の規定にかかわらず、前条第４項の規定により使用許可の変更をした場合にお

いて、既納の使用料に残額が生じたときは、当該残額を還付するものとする。 

５ 条例第１０条第３項の規定により使用料を後納させることができるものは、次のとおり

とする。 

(1) 国又は地方公共団体 

(2) 前号に掲げる者のほか、市長が特に認めるもの 

（使用料の減免） 

第１３条 条例第１１条の規定により使用料を減額し、又は免除することができる場合及び

その減免額は、次のとおりとする。 

(1) 本市又は条例第１７条の規定によりホールの管理を行う指定管理者が主催する行事

のために使用するとき。全額 

(2) 前号に掲げるもののほか、市長が特に認めるとき。全額又は半額 

２ 条例第１１条の規定により使用料の減額又は免除を受けようとするものは、堺市民芸術
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文化ホール使用料減免申請書（様式第６号）により市長に申請しなければならない。この

場合において、市長は、必要と認めるときは、減額又は免除について、参考となる資料を

添付させることがある。 

（使用料の還付） 

第１４条 条例第１２条第１項ただし書の規則で定める期日及び割合は、別表第３のとおり

とする。ただし、第１１条第２項の規定により使用許可の変更を承認した場合は、同表を

適用しない。 

２ 条例第１２条第２項の規定により使用料を還付することができる場合は、天災地変その

他使用者の責めに帰さない理由により使用できなくなった場合とし、その還付額は、既納

の使用料の全額とする。 

３ 前２項の規定により使用料の還付を受けようとするものは、堺市民芸術文化ホール使用

料還付申請書（様式第７号）に使用許可書を添付して、市長に提出しなければならない。 

（使用者の遵守事項） 

第１５条 使用者は、条例に定めるもののほか、次の事項を遵守しなければならない。 

(1) 収容人員が使用する施設の定員を超えないこと。 

(2) 許可を受けないで物品の販売等をしないこと。 

(3) 所定の場所以外で飲食し、又は火気の使用（喫煙を含む。）をしないこと。 

(4) 許可を受けないでホール内に貼り紙、くぎ打ち等をしないこと。 

(5) 許可を受けていない施設、附属設備等を使用しないこと。 

(6) 許可を受けないで附属設備等を所定の場所以外に持ち出さないこと。 

(7) 使用する施設の入館者に次条に定める事項を遵守させること。 

(8) 前各号に掲げるもののほか、係員から指示されたこと。 

（平３０規則８７・一改） 

（入館者の遵守事項） 

第１６条 入館者は、次の事項を遵守しなければならない。 

(1) 騒音、放歌、暴力等他人に迷惑をかける行為をしないこと。 

(2) 所定の場所以外で飲食し、又は火気の使用（喫煙を含む。）をしないこと。 

(3) 所定の場所以外に出入しないこと。 

(4) ホールを不潔にしないこと。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、係員から指示されたこと。 

（平３０規則８７・一改） 
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（施設等の破損等の届出） 

第１７条 使用者及び入館者は、ホールの施設、附属設備等を破損し、又は滅失したときは、

直ちに堺市民芸術文化ホール破損（滅失）届（様式第８号）により市長に届け出て、その

指示を受けなければならない。 

（使用終了の届出） 

第１８条 使用者は、ホール（駐車場を除く。）の使用を終えたときは、直ちに係員に届け

出て、その検査を受けなければならない。 

（保証金） 

第１９条 使用者は、条例第７条第１項又は第２項の規定により特別の設備を設けるときは、

条例第１３条第１項の保証金を納付しなければならない。ただし、国又は地方公共団体そ

の他市長が特に認めた公共的団体については、この限りでない。 

２ 前項本文の保証金の額は、当該設備の撤去及び原状回復に要する費用に相当する額とす

る。 

（施設予約システムを使用する場合の特例） 

第２０条 施設予約システム（文化施設等の利用関係の調整等管理運営に係る事務について

電子計算機を利用して処理する体系をいう。以下同じ。）を用いて行う使用の申請及び許

可、許可の変更並びに使用料の減免及び還付に係る手続等については、第３条、第１１条

第１項、第１３条第２項及び第１４条第３項の規定にかかわらず、市長が別に定める。 

２ 施設予約システムを用いて仮予約（使用の申請前に仮に施設の使用を予約する行為であ

って、その予約の日の翌日から起算して７日以内に申請を行わなければ、その効力を失う

ものをいう。以下同じ。）を行う場合における第９条の規定の適用については、当該仮予

約を使用の申請とみなす。 

（平３０規則８７・追加） 

（駐車場の管理運営等） 

第２１条 駐車場の供用時間は、午前８時から午後１１時までとする。ただし、市長は、特

に必要があると認めるときは、これを変更することがある。 

２ 市長は、駐車場の管理上支障を及ぼすおそれがあるときは、駐車を拒み、又は駐車場か

らの退去を命ずることができる。 

３ 駐車場の利用者は、他の自動車の駐車を妨げるなど、駐車場の管理上支障を及ぼすおそ

れがある行為をしてはならない。 

４ 駐車場の施設若しくは附属設備又は他の自動車等に損害を与えた者は、その損害を賠償
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しなければならない。 

５ 本市は、駐車場において、利用者に次の各号のいずれかに該当する損害が生じたときは、

その損害を賠償する責めを負わない。 

(1) 災害その他不可抗力により生じた損害 

(2) 自動車相互の接触、盗難等により生じた損害 

(3) 前２号に掲げるもののほか、本市の責めに帰することができない事由により生じた

損害 

（平３０規則８７・旧第２０条繰下） 

（駐車料金） 

第２２条 条例第１４条第１項の市長が定める使用料（以下「駐車料金」という。）は、別

表第４のとおりとする。 

（平３０規則８７・旧第２１条繰下） 

（駐車料金の減免） 

第２３条 条例第１４条第３項の規定により駐車料金を減額し、又は免除することができる

自動車及びその額は、次のとおりとする。 

(1) 本市、国又は他の地方公共団体の公用自動車 全額 

(2) 前号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める自動車 市長が必要と認める額 

（平３０規則８７・旧第２２条繰下） 

（駐車料金の還付） 

第２４条 条例第１４条第４項ただし書の規定により駐車料金を還付することができる場

合及びその還付額は、次のとおりとする。 

(1) 天災地変その他駐車場の利用者の責めに帰さない理由により利用できなくなったと

き。全額 

(2) 前号に掲げるもののほか、市長が特別の理由があると認めるとき。その都度市長が

定める額 

２ 第１４条第３項の規定は、前項の規定により駐車料金を還付する場合について準用する。

この場合において、第１４条第３項中「使用料」とあるのは、「駐車料金」と読み替える

ものとする。 

（平３０規則８７・旧第２３条繰下） 

（指定管理者の指定手続） 

第２５条 条例第１９条第２項の申請書は、堺市民芸術文化ホール指定管理者指定申請書
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（様式第９号）とする。 

２ 条例第１９条第２項の規則で定める書類は、次のとおりとする。 

(1) 定款、寄附行為又はこれらに類する書類 

(2) 法人の登記簿に記録されている事項の全部を証明する書類 

(3) 役員名簿 

(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める書類 

（平３０規則８７・旧第２４条繰下） 

（委任） 

第２６条 この規則に定めるもののほか、ホールの管理及び運営について必要な事項は、所

管部長が定める。 

（平３０規則８７・旧第２５条繰下） 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３０年１２月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行する。 

(1) 次のア及びイに掲げる規定 平成３１年７月１日 

ア 第２条、第２１条から第２４条まで及び別表第４の規定 

イ 第１６条及び第１７条の規定（次号又は第３号に該当する場合を除く。） 

(2) 第１０条及び第１５条から第１８条までの規定（文化交流室、多目的室、小スタジ

オ、交流・創作ガレリア、２階大ホールホワイエ及び屋上庭園に係る部分に限る。） 平

成３１年８月１日 

(3) 第１０条及び第１５条から第１８条までの規定（大ホール、小ホール及び大スタジ

オに係る部分に限る。） 平成３２年１月４日 

（平３０規則８７・一改） 

（施行前の準備行為） 

２ この規則の施行日以後の使用に係る使用の許可及び指定管理者の指定に関し必要な手

続その他の行為については、この規則の施行前においても、この規則の例により行うこと

ができる。 

附 則（平成３０年９月２８日規則第８７号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（令和元年９月２７日規則第６８号） 
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（施行期日） 

１ この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 

（適用区分） 

２ この規則による改正後の別表第１第１項及び別表第２の規定は、令和元年１０月１日以

後の利用に係る利用料金等（この規則の公布の日前になされた申請等に係るものを除く。）

について適用し、同日前の利用に係る利用料金等については、なお従前の例による。 

附 則（令和２年１０月３０日規則第９１号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和２年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の各規則の様式に関する規定により作成さ

れ、現に保管されている帳票については、当分の間、この規則による改正後の各規則の様

式に関する規定による帳票とみなして使用することができる。 

別表第１（第１２条関係） 

（平３０規則８７・令元規則６８・一改） 

１ 基本料金 

（単位 円） 

時間区分 

種別 

午前 午後 夜間 全日 時間 

午前９時から

午前１２時ま

で 

午後１時から

午後５時まで 

午後６時から

午後１０時ま

で 

午前９時から

午後１０時ま

で 

延長１時間ご

と 

大

ホ

ー

ル

（

全

席

使

用） 

入場料と

して徴収

する額が

０円から

１，０００

円までで

ある場合 

平日 ６５，１８０ １１６，１１

０ 

１４１，５７

０ 

２８０，０９

０ 

２５，４６０ 

休日

等 

７８，４２０ １３９，５３

０ 

１７０，０９

０ 

３３６，１１

０ 

３０，５５０ 

入場料と

して徴収

する額が

平日 ９８，７９０ １７４，１６

０ 

２１２，８７

０ 

４２０，６４

０ 

３８，７００ 

休日 １１８，１４２０８，７９２５４，６２５０４，１６４５，８３０ 
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１，００１

円から３，

０００円

までであ

る場合 

等 ０ ０ ０ ０ 

入場料と

して徴収

する額が

３，００１

円から５，

０００円

までであ

る場合 

平日 １３１，３８

０ 

２３２，２２

０ 

２８３，１４

０ 

５６０，１８

０ 

５０，９２０ 

休日

等 

１５７，８７

０ 

２７９，０７

０ 

３４０，１８

０ 

６７２，２２

０ 

６１，１１０ 

入場料と

して徴収

する額が

５，００１

円以上で

ある場合 

平日 １９６，５７

０ 

３４８，３３

０ 

４２４，７２

０ 

８４０，２７

０ 

７６，３８０ 

休日

等 

２３６，２９

０ 

４１８，６１

０ 

５１０，２７

０ 

１，００８，

３３０ 

９１，６６０ 

大

ホ

ー

ル 

（

小

規

模

使

用

（

１，

入場料と

して徴収

する額が

０円から

１，０００

円までで

ある場合 

平日 ５３，９８０ ７１，２９０ ７１，２９０ １９６，５７

０ 

１８，３３０ 

休日

等 

６４，１６０ ８５，５５０ ８５，５５０ ２３５，２７

０ 

２１，３８０ 

入場料と

して徴収

する額が

１，００１

円から３，

平日 ８１，４８０ １０６，９４

０ 

１０６，９４

０ 

２９５，３７

０ 

２７，５００ 

休日

等 

９６，７５０ １２８，３３

０ 

１２８，３３

０ 

３５３，４２

０ 

３２，５９０ 
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４

２

８

席

）） 

０００円

までであ

る場合 

入場料と

して徴収

する額が

３，００１

円から５，

０００円

までであ

る場合 

平日 １０６，９４

０ 

１４２，５９

０ 

１４２，５９

０ 

３９２，１２

０ 

３５，６４０ 

休日

等 

１２８，３３

０ 

１７１，１１

０ 

１７１，１１

０ 

４７０，５５

０ 

４２，７７０ 

入場料と

して徴収

する額が

５，００１

円以上で

ある場合 

平日 １６０，９２

０ 

２１３，８８

０ 

２１３，８８

０ 

５８８，７０

０ 

５３，９８０ 

休日

等 

１９２，５０

０ 

２５６，６６

０ 

２５６，６６

０ 

７０５，８３

０ 

６４，１６０ 

小ホール 平日 ２２，４００ ２８，５１０ ２８，５１０ ７９，４４０ ７，２３０ 

休日

等 

２６，４８０ ３４，６２０ ３４，６２０ ９５，７４０ ８，７５０ 

大スタジオ 

（練習使用時

を除く。） 

平日 １６，７００ ２２，２００ ２２，２００ ６１，１１０ ５，６００ 

休日

等 

１９，９６０ ２６，６８０ ２６，６８０ ７３，３３０ ６，７２０ 

大スタジオ 

（練習使用時

に限る。） 

平日 ８，９６０ １１，８１０ １１，８１０ ３２，５９０ ３，０５０ 

休日

等 

１０，７９０ １４，４６０ １４，４６０ ３９，７２０ ３，６６０ 

文化交流室A、B

及びC 

（大規模使用

時に限る。） 

平日 １２，８３０ １７，０００ １７，０００ ４６，８５０ ４，２７０ 

休日

等 

１５，４８０ ２０，７７０ ２０，７７０ ５７，０３０ ５，１９０ 

文化交流室A、B平日 A、B又はCの一室につき１時間までごとに９１０ 
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又はC（大規模

使用時を除

く。） 

休日

等 

A、B又はCの一室につき１時間までごとに１，１２０ 

多目的室 １時間までごとに２，０３０ 

小スタジオA １時間までごとに５００ 

小スタジオB １時間までごとに８１０ 

小スタジオC １時間までごとに１，０１０ 

大ホール中楽屋A及

びB（会議室として使

用する場合に限る。） 

１時間までごとに４００ 

大ホール特別控室 １，０１０ １，５２０ １，５２０ ４，０７０ ４００ 

小ホール小楽屋 ４００ ６１０ ６１０ １，６２０ １００ 

小ホール大楽屋 ６１０ ７１０ ７１０ ２，０３０ ２００ 

大スタジオ控室 ５００ ６１０ ６１０ １，７３０ ２００ 

交流・創作ガレリア ３，０５０ ４，０７０ ４，０７０ １１，２００ １，０１０ 

２階大ホールホワイ

エ 

３，２５０ ４，４８０ ４，４８０ １２，２２０ １，１２０ 

屋上庭園 １，６２０ ２，２４０ ２，２４０ ６，１１０ ５００ 

備考 

１ この表において「休日等」とは、土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律第３

条に規定する休日及び第２条第２項第２号の日をいう。 

２ 大ホールの使用料は、入場料として徴収すべき額が複数あるときは、そのうちの

最も高い額が該当する種別を適用する。 

２ 大ホール中楽屋A及び大ホール中楽屋Bは、文化交流室及び多目的室の使用ができない

ときに限り、会議室として使用を認めることがある。ただし、大ホールに係る使用許可

が出されているときは、この限りでない。 

３ 交流・創作ガレリア、２階大ホールホワイエ又は屋上庭園は、大ホール又は小ホール

の使用状況により、その使用を認めないことがある。 

４ 条例別表第１第２項の「市外居住者」とは、第４条第１項各号に定めるもの（次項に

おいて「市内居住者」という。）以外のものをいう。 

５ 大ホールの小規模使用（１，４２８席）に係る使用をすることができるのは、第４条
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第３項の利用登録書の交付を受けた市内居住者のみとする。 

６ 使用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき、又は物品の展示販売その他

営利を目的とする行為を行うときは、種別ごとに定めた基本料金にその５割に相当する

額を加算する。ただし、大ホールにあっては、この限りでない。 

７ 許可を得て、第２条の開館時間を超過し、又は繰り上げて使用するときは、当該超過

し、又は繰り上げて使用した時間１時間（１時間未満の時間は、１時間とみなす。）に

つき、種別ごとに時間欄に定める額を徴収する。許可を得て、時間区分を超過して使用

する場合についても、同様とする。 

別表第２（第１２条関係） 

（平３０規則８７・全改、令元規則６８・一改） 

１ 附属設備セット使用料 

（単位 円） 

区分 

種別 

品名 数量 使用料 備考 

舞台設備

セット 

オーケストラAセット 

椅子５０脚未満 

譜面台５０台未満 

指揮台１式 

１式 ４，０７０  

オーケストラBセット 

椅子５０脚以上 

譜面台５０台以上 

指揮台１式 

１式 ６，６２０  

譜面灯Aセット 

譜面灯５０台未満 

１式 ４，０７０  

譜面灯Bセット 

譜面灯５０台以上 

１式 ６，１１０  

仮設花道セット 

仮設花道 

仮設鳥屋囲 

１式 １０，１８０  

所作台セットA 

所作台２５枚未満 

１式 ６，６２０  
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所作台セットB 

所作台２５枚以上 

１式 １０，１８０  

もうせんセット 

もうせん８枚以上 

１式 １，５２０  

平台、スチールデッキセット 

平台１０枚 

スチールデッキ１０台 

スチールデッキ足 

箱馬 

開き足 

木台 

１式 １，５２０ (1) 平台及びスチール

デッキについては、そ

れぞれの数量の合計が

１０以下の範囲内で使

用することができる。 

(2) スチールデッキ足、

箱馬、開き足及び木台

については、必要数分 

バレエセットA 

バレエマット１０枚未満 

レッスンバー１式 

１式 ４，０７０  

バレエセットB 

バレエマット１０枚以上 

レッスンバー１式 

１式 ６，１１０  

講演会セット 

演台１台 

花台１台 

司会台１台 

国旗１枚 

市旗１枚 

長机 

椅子 

１式 ２，０３０ 長机及び椅子について

は、必要数分 

小ホール張り出しセット 

スチールデッキ 

埋め台等必要部材１式 

１式 ３，０５０  

照明設備

セット 

大ホールAセット（合計８０キ

ロワット以下） 

１式 １３，２４０ セットに含まれるそれぞ

れの設備については、必
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凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

要な数分とする。この場

合において、８０キロワ

ットを超過するときは、

１キロワットにつき３０

０円を使用料に加算する

ものとする。 

大ホールBセット（合計８０キ

ロワットを超過し、２８０キロ

ワット以下である場合） 

凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

ホリゾントライト 

１式 ４０，７４０ セットに含まれるそれぞ

れの設備については、必

要な数分とする。この場

合において、２８０キロ

ワットを超過するとき

は、１キロワットにつき

３００円を使用料に加算

するものとする。 

大ホールCセット（合計２８０

キロワットを超過する場合） 

凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

ホリゾントライト 

１式 ６６，２００  

小ホールAセット（合計２５キ

ロワット以下） 

凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

１式 ４，０７０ セットに含まれるそれぞ

れの設備については、必

要な数分とする。この場

合において、２５キロワ

ットを超過するときは、

１キロワットにつき３０

０円を使用料に加算する

ものとする。 

小ホールBセット（合計２５キ

ロワットを超過し、７５キロワ

１式 １５，２７０ セットに含まれるそれぞ

れの設備については、必
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ット以下である場合） 

凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

ホリゾントライト 

要な数分とする。この場

合において、７５キロワ

ットを超過するときは、

１キロワットにつき３０

０円を使用料に加算する

ものとする。 

小ホールCセット（合計７５キ

ロワットを超過する場合） 

凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

ホリゾントライト 

１式 ２６，４８０  

大スタジオセット（合計１０キ

ロワット以下） 

凸フレネル 

エリスポイダル 

パーライト 

２灯ミニブル 

１式 ２，８５０ セットに含まれるそれぞ

れの設備については、必

要な数分とする。この場

合において、１０キロワ

ットを超過するときは、

１キロワットにつき３０

０円を使用料に加算する

ものとする。 

音響設備

セット 

大ホールAセット 

主調整卓１台 

常設スピーカー１式 

録音・再生機器１台 

１式 １５，２７０  

大ホールBセット 

主調整卓１台 

常設スピーカー１式 

移動式スピーカー２式 

録音・再生機器２台 

周辺機器２台 

１式 ２４，４４０  
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小ホールAセット 

主調整卓１台 

常設スピーカー１式 

録音・再生機器１台 

１式 １０，１８０  

小ホールBセット 

主調整卓１台 

常設スピーカー１式 

移動式スピーカー２式 

録音・再生機器２台 

周辺機器２台 

１式 １５，２７０  

大スタジオセット 

主調整卓１ 

常設スピーカー１式 

１式 ３，０５０  

２ 附属設備使用料 

（単位 円） 

区分 

種別 

品名等 数量 使用料 備考 

舞台設備 大ホール 音響反射板 １式 １０，１８０ 椅子１０脚、譜面台１０

台、譜面灯１０台及び指

揮台１式を含む。 

オーケストラピッ

ト 

１式 ５，０９０  

びょうぶ １双 ２，０３０  

もうせん １枚 ２００  

じがすり １枚 ５，０９０  

ドライアイスマシ

ン 

１台 ２，０３０  

しゃ幕 １枚 ２，０３０  

スクリーン １枚 ２，０３０  

文字幕 １枚 ２，０３０  
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袖幕 １枚 ２，０３０  

大黒幕 １枚 ２，０３０  

仮設電源 １ヵ所 １，０１０  

持込機材電源 １キロ

ワット 

３００  

小ホール びょうぶ １双 ２，０３０  

もうせん １枚 ２００  

じがすり １枚 ３，０５０  

ドライアイスマシ

ン 

１台 ２，０３０  

定式幕 １枚 １，０１０  

しゃ幕 １枚 １，０１０  

スクリーン １枚 １，０１０  

文字幕 １枚 １，０１０  

袖幕 １枚 １，０１０  

大黒幕 １枚 １，０１０  

仮設電源 １ヵ所 １，０１０  

持込機材電源 １キロ

ワット 

３００  

大ホール、

小ホール、

大スタジ

オ共通 

ピアノ（スタインウ

ェイ） 

１台 １２，２２０  

ピアノ（ファツ 

ィオリ） 

１台 １２，２２０  

ピアノ（ヤマハ） １台 ８，１４０  

照明設備 大ホール、

小ホール、

大スタジ

オ共通 

凸フレネル（５００

ワット） 

１台 ２００  

凸フレネル（１キロ

ワット） 

１台 ２８０  

凸フレネル（１．５

キロワット） 

１台 ４００  
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エリスポイダル １台 ４８０  

パーライト １台 ４００  

エフェクトマシン １台 １，０１０  

波マシン １台 ５２０  

ミラーボール １台 １，０１０  

２灯ミニブル １台 ５２０  

星球 １台 １，４２０  

クセノンピン（７０

０ワット） 

１台 １，０１０  

クセノンピン（１キ

ロワット） 

１台 １，５２０  

クセノンピン（３キ

ロワット） 

１台 ３，０５０  

LEDエリスポイダル １台 ６１０  

LEDウォシュライト １台 ６１０  

ムービングライト １台 ２，０３０  

移動ムービング卓 １台 ３，０５０  

ロアーホリゾント

ライト 

１台 ５２０  

スモークマシン １式 ３，０５０  

持込電源使用料 １キロ

ワット 

３００  

大ホール ロアーホリゾント

ライト 

１式 ３，０００  

アッパーホリゾン

トライト 

１式 ４，５００  

中アッパーホリゾ

ントライト 

１式 ２，４００  

小ホール ロアーホリゾント

ライト 

１式 １，２００  
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アッパーホリゾン

トライト 

１式 １，５００  

音響設備 大ホール ３点吊りマイク装

置 

１式 ２，５４０  

大ホール、

小ホール、

大スタジ

オ共通 

録音・再生機器 １台 ２，０３０  

周辺機器類 １台 １，０１０  

移動スピーカーセ

ットA 

１式 ３，０５０ １対向（アンプ等を含

む。） 

移動スピーカーセ

ットB 

１式 ８，１４０ １対向（アンプ等を含

む。） 

移動卓A １式 ３，０５０  

移動卓B １台 １０，１８０  

入出力ラックA １台 １，０１０  

入出力ラックB １台 ２，０３０  

パワーアンプ １台 ２，０３０  

指揮者モニタ用カ

メラ 

１台 ３，０５０  

モニタTV １台 １，０１０  

移動式簡易音響セ

ット 

１式 ２，０３０  

持込機材電源（３キ

ロワット以下） 

１式 ９１０  

持込機材電源（１５

キロワット以下） 

１式 ４，５８０  

持込機材電源（３０

キロワット以下） 

１式 ９，１６０  

持込機材電源（３０

キロワットを超過

する場合） 

１式 ３０，５５０  

映像設備 大ホール プロジェクター １台 １０，１８０  
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小ホール、

大スタジ

オ 

プロジェクター １台 ２，０３０  

小スタジ

オ 

譜面台 １台１

時間に

つき 

５０  

多目的室 プロジェクター １台１

時間に

つき 

５００  

スクリーン １台１

時間に

つき 

３００  

文化交流

室 

プロジェクター １台１

時間に

つき 

５００  

スクリーン １台１

時間に

つき 

３００  

展示用スポットライト １台１

日につ

き 

５０  

交流・創作

ガレリア 

展示用スポットライト １台１

日につ

き 

５０  

屋上庭園 照明セット（パーライト４台） １式１

日につ

き 

１，０１０  

持込電源使用料 １キロ

ワット 

３００  

共通備品 ピアノ（セミコン） １台 ３，０５０  

ポータブルスピーカーセット １式１ ３００  
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スピーカー２台 

有線マイク１台 

無線マイク１台 

送信機１台 

時間に

つき 

有線マイク １台１

時間に

つき 

１００  

無線マイク １台１

時間に

つき 

１００  

譜面台（折り畳み式） １台１

時間に

つき 

５０  

ポータブルステージ（４台） １式１

日につ

き 

４，０７０  

CDプレイヤー １台１

日につ

き 

１００  

ブルーレイディスクプレイヤ

ー 

１台１

日につ

き 

２００  

展示台 １台１

日につ

き 

１，０１０  

展示パネル １枚１

日につ

き 

１００  

３ 前２項の表の使用料は、午前、午後及び夜間の使用区分ごとに１回として計算する。 

４ 許可を得て、前項に規定する１回の使用区分を超過し、又は繰り上げて使用するとき

は、当該超過し、又は繰り上げて使用した時間１時間につき使用料の３割に相当する額
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を徴収する。 

５ 舞台、照明、音響等について、技術等を要する設備の設置等を行うときは、別途実費

を徴収する。 

６ 附属設備は、当該施設の使用者が当該附属設備を使用しない場合は、他の施設の使用

者でも使用できるものとする。 

７ その他第１項の表及び第２項の表において使用料を規定していないものに係る使用

については、実費を徴収する。 

別表第３（第１４条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

施設の区分 期日 既納の使用料に乗じる割合 

(1) 大ホール 使用しようとする日（以下

この表において「使用日」

という。）前９０日 

２分の１ 

(2) 小ホール及び大スタジオ 使用日前６０日 ２分の１ 

(3) 文化交流室（大規模使用時

に限る。） 

使用日前３０日 ２分の１ 

(4) 前３号に掲げる施設（大規

模使用時に該当しない場合に

おける文化交流室を除く。）以

外の施設 

使用日前７日 ２分の１ 

別表第４（第２２条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

駐車料金 

施設 駐車料金（１台当たり） 

駐車場 ３０分につき２００円 
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様式第１号（甲）（第３条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

様式第１号（乙）（第３条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

様式第２号（第４条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

様式第３号（第５条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

様式第４号（甲）（第７条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

様式第４号（乙）（第７条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

様式第５号（第１１条関係） 

（令２規則９１・全改） 

様式第６号（第１３条関係） 

（令２規則９１・全改） 

様式第７号（第１４条関係） 

（令２規則９１・全改） 

様式第８号（第１７条関係） 

（令２規則９１・全改） 

様式第９号（第２５条関係） 

（平３０規則８７・一改） 

 


